
 

審議会等の会議の記録  

 

審 議 会 等 の 名 称  令和元年度第２回西脇市介護保険運営協議会  

開 催 日 時  令和２年１月 16日（木）  

午後２時 30分～４時  

開 催 場 所  西脇市生涯学習まちづくりセンター  会議室２  

出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  

（ 敬 称 略 ）  

大西美樹、島田彰子、芹生哲也、德岡敏昭、  

長尾芳明、飛田雅子、廣田昌稔、萬浪三郎、  

南  久雄、村上昌紘、安好栄子、吉田孝司  

計  12人  

欠 席 委 員 の 氏 名  

又は人数 (敬称略 ) 

岡井久夫、木元倫代、廣田よし子  

計  ３人  

出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数  

福祉部長  細川喜美博  

長寿福祉課長  村井真紀  

健康課長  塩崎さゆり  

指導監査担当主査  福田有里  

地域包括支援担当主査  笹倉真由美  

介護保険担当主査  横山淳子  

長寿福祉担当主査  比留田展忠  

にしわき北地域包括支援センター  藤原八穂   

にしわき南地域包括支援センター  足立ちづる  

計  ９人  

公開・非公開の別  公開  

非 公 開 の 理 由  ―  

傍 聴 人 の 数  １人  

議題又は協議事項  １  地域包括支援センターの公募結果について  

２  地域包括支援センター運営方針について  

３  第８期介護保険事業計画策定に向けたアン  

  ケートの実施について  

４  低所得者の第１号保険料の軽減強化につい  

  て  

５  その他  

 保険者機能強化推進交付金の評価結果につ  

いて  

 

 

 



発信者  会議の記録（概要）  
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１  会長あいさつ  

  会議次第に沿って議事を進める。  

  議事録の署名は、大西美樹委員にお願いする。  

 

２  協議事項  

 

⑴  地域包括支援センターの公募結果について  

（事務局より説明）   

 

資料に沿って、以下の項目について説明  

①  西脇市地域包括支援センター運営法人のエリア別  

の応募状況  

ア  にしわき北：社会医療法人社団正峰会  

イ  にしわき南：社会福祉法人  

西脇市社会福祉協議会  

②  採点結果  

  ２法人とも選定基準を満たす点数を獲得  

 

  本協議会で優先交渉権について討議をすることになる

が、その前に、今回、応募された２法人のうち社会福祉

協議会会長が本協議会の委員として参画されている。  

本人から、委員の皆さんから意見をいただく間、退席

の申し出があった。  

地域包括支援センターの職員についても同様  

   

  ―委員、地域包括支援センター職員  退席―  

 

  公募した結果、前回と同様の正峰会と社会福祉協議会

からの応募となった。  

何か意見はないか。  

 

  （意見なし）  

   

  今回の選定については、本協議会委員の意見を踏まえ  

て、市が決定するということだが、選定については、こ  

れでよいか。  

委員の皆さん、他に意見はないか。  
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

  意見、質問なし  選定について了承  

 

 ―委員、地域包括支援センター職員  入室―  

 

  では、選定については、これで終わる。  

  

⑵  地域包括支援センター運営方針について  

   （資料１）に沿って説明  

 

  資料１の６「地域ケア会議推進業務」について  

・「ＱＯＬ」の意味を詳しく説明を求める。  

・地域ケア個別会議実施数の目標値年間 50件の根拠を  

問う。  

 

  「ＱＯＬ」とは、クオリティ  オブ  ライフの略で、  

 生活や人生の質の事である。その方の課題解決だけでは  

なくその方の生活に着目した視点での支援を目指すとい  

う意味でこの言葉を使った。  

  また、目標値年間 50件の根拠については、国が示す実

施要綱において、「市内全ての介護支援専門員が年１回

は、地域ケア個別会議で支援が受けられるように努める

こと」となっている。  

現在、市内には、約 50名の介護支援専門員がいると把  

 握している。その人数が目標値の根拠である。  

 

  年間 50件は、大変ではないか。  

 

  地域ケア個別会議は、３つに分類して開催  

  ・ケアマネジメント型：２か月に１回開催（ 6件）  

 ・自立支援型：１回につき２件  

 年間５回開催（ 10件）  

 ・随時型：現時点で 20件開催済み  

  という計画にしている。  

 

 

⑶  第８期介護保険事業計画策定に向けたアンケート調  

 査について  

   （資料２）に沿って説明  
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 この調査については、既に発送されているということな

ので、項目については、意見を問うこともできない。  

公共交通機関についての項目は、この地域とは合わない

ものもある（ニーズ調査  問５⑷）。  

 この調査結果の集計は、次の協議会で示されることでよ  

いか。  

 

 第８期の計画策定の際にお示しする。  

 

⑷  低所得者の第１号保険料の軽減強化について  

   （資料３）に沿って説明  

 

 介護保険料は、上昇している状況であり、給付費が膨ら

めば介護保険料も高くなるしくみになっている。  

  

⑸  その他  

保険者機能強化推進交付金の評価結果について説明  

 

 現在は、西脇市の得点が兵庫県の平均値より高いが、今

後はどうなるか分からない。特に、「介護人材の確保」の

得点率が 50％と半分となっている。介護人材は全国的に不

足しており、なかなか難しい問題ではあるが、西脇市とし

て何か対策等考えているものはあるのか。  

 

 「介護人材の確保」の項目は、全国的に低い。  

 この項目は、介護に関する入門的研修を実施していると

いう事が得点率に大きく関与している。  

この研修は、全国的にも実施している保険者が少なく、

西脇市も実施していない状況である。  

 

 介護人材が不足しているということに関連して、専門の

方以外が、例えばシルバー人材センターなどが協力すると

いうことがあるのか。また、ボランティア活動などがある

のか。   

 

 シルバー人材センターは、要支援の方へ「訪問家事支援

サービス」を一定の研修を実施し、サービス提供者となっ

ている。  

 月に５、６件の利用があり、買い物代行や簡単な家事支
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援を提供している状況である。  

 

地域包括支援センター運営方針で「個人情報の保護」の

記載があるが、これは、例えば介護を受ける方が認知症に

なった場合、その事実は他へ提供しないという意味か。  

 

 

 地域包括支援センターの業務として相談を受ける中で知

り得た個人情報は適切に管理するという意味である。  

 

 介護人材の不足が問題となっているが、現状はどうか。  

 

 施設が介護人材の求人広告を出しても応募がないのが現

状である。施設関係者にとっては、深刻な問題である。サ

ービスを充実したくても、その人材が不足している。  

 全国的には、建物が建っても、人材が不足しているため

100％稼働していない状況がある。また、人材が確保でき  

ないため事業を廃止するところもある。  

 西脇市においても、働く人材が街へ流出し、地元に残っ

て働く若者が減っている状況である。  

介護人材の不足は、深刻な問題である。  

 

 介護人材の不足に関しての西脇市の現状について、昨年

10月にやない外科胃腸科が運営されていたグループホーム

が人材不足により閉鎖となっている。  

市内で初めてできたグループホームである。  

西脇市においても、介護人材確保は深刻な課題であると

受けとめている。  

 

他にないか。  

では、その他あれば事務局から。  

 

３月８日開催予定の市民フォーラム参加案内  

 

他にないようなら会議は終了する。  

 

福祉部長あいさつ  

 

 この会議を以って、委員の第７期中の任期における会  



議が終了する。第７期計画策定を始めとする重要な案件  

の審議に感謝する。  

今後とも御支援、御協力をお願いしたい。  

  これをもって閉会する。  

 

 


